
東温市事務事業評価シート　平成25年度実施事業対象

№ ― 1

年度 ～ 年度

① ④

② ⑤

③

単位 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度

目標

実績

目標

実績

目標

実績

費

24 25 26

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

人 千円 人 千円 人 千円

人 千円 人 千円 人 千円

千円 千円 千円

1 2 2 4

1 2 3 3

該当

事業の目的 最終的
プロスポーツの応援を通じて市の特産品の販売や情報
発信を行う。

今年度

活動内容

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ

課　　名 川内公民館 係　　名 公民館係 電話番号

ソフト事業 事業運営方法 直営 実施計画

J2マッチシティ東温市の日応援事業(愛媛FC） 東温市の日応援事業(愛媛MP)

J2マッチエリア松山広域デー応援事業(愛媛FC)

中予広域の日応援事業（愛媛MP)

成果指標

公的関与

089-966-4721 メールアドレス kawauchikoumin@city.toon.ehime.jp

事業期間 期間設定なし

（４）スポーツ活動の普及促進

事業区分

事業の対象 市民 根拠法令

総合計画 政策目標 第３章 心豊かに学びあう文化創造のまち 政策項目 ５ 生涯スポーツの振興

025 1001 事務事業名 愛媛プロスポーツ応援事業 細事務事業名

主要施策

指標名 計算式又は指標設定理由 最終目標

J2マッチシティ参加者 参加人数 人
15,000 15,000 15,000 15,000

3,015 4,048

J2マッチエリア参加者 参加人数 人
15,000 15,000 15,000 15,000

6,491 6,060

中予広域の日参加者 参加人数 人
2,000 2,000 2,000 5,000

1,274 1,422

Ｄ
Ｏ

予算費目 会計 一般会計 費目名 教育

直接事業費

平成 年度決算 平成 年度決算 平成 年度予算 備　　　　考

国・県支出金 0 0 0

地方債 0 0 0

その他特定財源 55 55 72

一般財源 229 196 259

計(Ａ) 284 251 331

人件費(Ｂ)
正職員工数・経費 0.397 2,401 0.397 2,419 0.397 2,387

臨時職員工数・経費 0.000 0 0.000 0 0.000 0

全体事業費(Ａ＋Ｂ) 2,685 2,670 2,718

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
・
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

一次評価者 公民館係
総　合
評価点

Ｃ 必要性 有効性 達成度 効率性

当面の
課　題

事業実施時期の見直しや、イベント内容の充実などを図り、観客増員を行う。　　　　　　プロスポーツの窓口を、公民館に置くのは無理がある。

効率性 助成金の増額は難しいが、東温ブランドの認知度は上がってきている。

改　革
計　画

特産品の販売等を特化し、将来は切り離す。

今後の方向性 方法改善達成度 効率性

二次評価で
の指摘事項

・プロスポーツの応援事業が生涯学習の活動と関連があるかどうか再検討する必要がある。イベント重視であれば観光事業として、市
全体で取組む必要があるのではと考えられる。

二次評価者 生涯学習課長
総　合
評価点

Ｃ 必要性 有効性

今後の方向性 方法改善

項目 評　　価　　項　　目　　の　　説　　明　（一次評価者のコメント）

企業主が主体となり、独創的な内容で事業を行うべきである。

有効性 行政が、施策していくには限界がある。

達成度 入場者数が横ばい状態なので、新しいイベントを企画する。

必要性
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№ ― 1

年度 ～ 年度

① ④

② ⑤

③

単位 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度

目標

実績

目標

実績

目標

実績

費

24 25 26

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

人 千円 人 千円 人 千円

人 千円 人 千円 人 千円

千円 千円 千円

4 4 3 4

4 4 3 4

・公民館の維持管理費用の増加に伴い使用料金の見直しを行ない、適正な料金設定をして下さい。（減免・免除の基準見直しを含め
て）

二次評価者 生涯学習課長
総　合
評価点

Ａ 必要性 有効性

今後の方向性 方法改善

項目 評　　価　　項　　目　　の　　説　　明　（一次評価者のコメント）

生涯学習の拠点、公共施設の維持管理のため必要

有効性 市民の学習意欲の向上を図る場の提供が必要

達成度 公民館利用者の利便性を考慮し、機能の維持を行う

必要性

全体事業費(Ａ＋Ｂ) 36,938 41,572 43,565

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
・
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

一次評価者 公民館係
総　合
評価点

Ａ 必要性 有効性 達成度 効率性

当面の
課　題

公民館管理事業を業者委託し、効率的運用を図る。

効率性 建物の維持管理のため、最小限の人数で行っている（図書館業務兼務）

改　革
計　画

時間外・休日等の不在時を、パート職員で対応する。

今後の方向性 方法改善達成度 効率性

二次評価で
の指摘事項

計(Ａ) 27,695 32,268 34,241

人件費(Ｂ)
正職員工数・経費 1.002 6,061 1.002 6,106 1.002 6,025

臨時職員工数・経費 1.698 3,182 1.698 3,197 1.698 3,299

0

その他特定財源 1,245 1,110 720

一般財源 26,450 31,158 33,521

Ｄ
Ｏ

予算費目 会計 一般会計 費目名 教育

直接事業費

平成 年度決算 平成 年度決算 平成 年度予算 備　　　　考

国・県支出金 0 0 0

地方債 0 0

指標名 計算式又は指標設定理由 最終目標

公民館管理・維持経費 利用者人数 人
22,000 22,000 22,000 22,000

26,234 27,225

公的関与

089-966-4721 メールアドレス kawauchikoumin@city.toon.ehime.jp

事業期間 期間設定なし

（２）生涯学習関連施設の整備充実・機能強化

事業区分

事業の対象 市民 根拠法令 社会教育法

総合計画 政策目標 第３章 心豊かに学びあう文化創造のまち 政策項目 １ 生涯学習社会の確立

025 1006 事務事業名 川内公民館管理事業 細事務事業名

主要施策

該当

事業の目的 最終的 生涯学習の拠点整備をし、利用増進を図る。 今年度

活動内容

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ

課　　名 川内公民館 係　　名 公民館係 電話番号

施設の維持管理 事業運営方法 一部委託 実施計画

川内公民館施設管理・文書受付・施設利用受付・備品管理・
清掃業務

成果指標
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№ ― 1

年度 ～ 年度

① ④

② ⑤

③

単位 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度

目標

実績

目標

実績

目標

実績

費

24 25 26

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

人 千円 人 千円 人 千円

人 千円 人 千円 人 千円

千円 千円 千円

4 4 3 4

4 4 3 4

・市民の方が希望する講座を開催し、参加者の増加を図って下さい。

二次評価者 生涯学習課長
総　合
評価点

Ａ 必要性 有効性

今後の方向性 拡大・充実

項目 評　　価　　項　　目　　の　　説　　明　（一次評価者のコメント）

生涯学習の場を提供し、市民のニーズに即した講座を開設し、教養を高めたりすることは必要。

有効性 講座を受講する市民は、お互いのコミュニケーションを図り、多くのことを学び、公民館事業に積極的に参加している。

達成度 次年度以降も開講してほしい意見が多く、受講者に満足度は得られている。

必要性

全体事業費(Ａ＋Ｂ) 200 176 206

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
・
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

一次評価者 公民館係
総　合
評価点

Ａ 必要性 有効性 達成度 効率性

当面の
課　題

時代の流れに即した講座を考え、参加市民層の広がりを考える必要がある。

効率性 市内各種団体の協力をいただき、経費節減に努めた。

改　革
計　画

他の自治体やＮＰＯ法人等に情報を収集する。

今後の方向性 方法改善達成度 効率性

二次評価で
の指摘事項

計(Ａ) 94 69 100

人件費(Ｂ)
正職員工数・経費 0.016 97 0.016 98 0.016 96

臨時職員工数・経費 0.005 9 0.005 9 0.005 10

0

その他特定財源 0 0 0

一般財源 94 69 100

Ｄ
Ｏ

予算費目 会計 一般会計 費目名 教育

直接事業費

平成 年度決算 平成 年度決算 平成 年度予算 備　　　　考

国・県支出金 0 0 0

地方債 0 0

指標名 計算式又は指標設定理由 最終目標

講座参加者の満足度
生涯学習機会が充実していると
思う住民割合

％
100 100 100 100

100 100

公的関与

089-966-4721 メールアドレス kawauchikoumin@city.toon.ehime.jp

事業期間 期間設定なし

（５）特色ある生涯学習プログラムの整備と提供

事業区分

事業の対象 市民 根拠法令

総合計画 政策目標 第３章 心豊かに学びあう文化創造のまち 政策項目 １ 生涯学習社会の確立

025 1011 事務事業名 公民館主催事業 細事務事業名 さくら講座開催事務

主要施策

該当

事業の目的 最終的
学習講座を開設し、多様化・高度化する社会への人材
育成、住民の自立・共生のまちづくりを目指す。

今年度

活動内容

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ

課　　名 川内公民館 係　　名 公民館係 電話番号

ソフト事業 事業運営方法 直営 実施計画

郷土の文化財めぐり 防災知識を高める講座

地産地消を目指した料理教室

季節に合わせた手づくり工作

成果指標


